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昨年11月16日㈰、創立50周年記念式典が金沢東急ホテルで開催された。
まず、村田会長は挨拶で「50年前、青少年の自殺防止から始まった金沢
こころの電話は手探りと手作りの歴史だった。多岐にわたる相談電話へ
の対応に一貫しているのは、かけ手の訴えに謙虚に寄り添い傾聴すること
に徹した姿勢だった」と述べられた。
続いて20年以上活動してきた会員に対して永年表彰が行われ、30年以

上賛助会員として多額の寄付や会の運営や講座の継続に尽力をいただい
たお二人の方への感謝状授与が行われた。
石川県知事、金沢市長、社会福祉法人石川県社会福祉協議会 永下和博

専務理事、一般社団法人日本いのちの電話連盟 李清一副理事長にご臨席
いただき、永年の活動に対して感謝とねぎらいのお言葉をいただいた。
馳知事は「半世紀にわたり電話相談を通して様々な方に寄り添っていた

だき心から感謝申し上げる。皆さんが果たしてきた役割は大きい。すぐ
には解決できない問題でも、傾聴を旨として相手の気持ちを和らげるとと
もに、寄り添って、寄り添って、寄り添い続けてこられた皆さんに敬意を
表する。50年を契機として、次の時代を切り開いていってほしい」と励ま
され、その言葉に私たち参加者も力をいただいた。

公益社団法人金沢こころの電話 創立50周年記念式典
～こころつないで これからも～

11月16日(日）金沢東急ホテル５F １部･２部 ボールルームＡ
【１部･式典】挨拶･永年表彰授与･感謝状授与･来賓祝辞･来賓紹介

昨年11月16日㈰、創立50周年記念式典が金沢東急ホテルで
開催された。
まず、村田会長は挨拶で「50年前、青少年の自殺防止から始

まった金沢こころの電話は手探りと手作りの歴史だった。多岐
にわたる相談電話への対応に一貫しているのは、かけ手の訴え
に謙虚に寄り添い傾聴することに徹した姿勢だった」と述べら
れた。
次に20年以上活動してきた会員に対して永年表彰が行われ、

30年以上賛助会員として多額の寄付や会の運営や講座の継続
に尽力をいただいたお二人の方への感謝状授与が行われた。
石川県知事、金沢市長、社会福祉法人石川県社会福祉協議会

専務理事、一般社団法人日本いのちの電話連盟副理事長にご臨
席いただき、永年の活動に対して感謝とねぎらいのお言葉をい
ただいた。
馳知事は「半世紀にわたり電話相談を通して様々な方に寄り

添っていただき心から感謝申し上げる。皆さんが果たしてきた
役割は大きい。すぐには解決できない問題でも、傾聴を旨とし
て相手の気持ちを和らげるとともに、寄り添って、寄り添って、
寄り添い続けてこられた皆さんに敬意を表する。50年を契機
として、次の時代を切り開いていってほしい」と、温かく、そし
て力強い励ましのお言葉をいただいた。

馳 浩 石川県知事

村山 卓 金沢市長

創立50周年 記念式典・講演会のパンフレット

 

～こころをつないで これからも ～ 
 

公益社団法人金沢こころの電話 
創立 50 周年記念式典・講演会 

 
 

開催日時： 令和７年 11 月 16 日(日) 
記念式典： 14：00～14：30 
記念講演： 14：45～16：00 
 

開 催 会 場： 東急ホテル ボールルーム A 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

式典次第 
 

開 会 の 辞 
会 長 挨 拶 
永 年 表 彰 
感 謝 状 授 与 
来 賓 祝 辞 
来 賓 紹 介 

         閉 会 の 辞 
 

 
記念講演・落語会  

 

演題 「尼さん落語家奮闘記 
    ～心の駆け込み寺が出来るまで」 

落語家・天台宗道心寺住職 露
つゆ

の団
まる

姫
こ

 
プロフィール 
 上方落語協会所属の落語家。兵庫県尼崎市在住。高座の他にもテレビ、ラジオで 
 活動中。高校在学中に人生指針となる法華経に出会う。落語家になるか尼さんに 
 なるか迷いの中、落語の創始者、初代・露の五郎兵衛が僧侶であり説法を面白お
かしく話したことが落語の起源と知る。初代・露の五郎兵衛の流れをくむ露の段
四郎へ入門。主として古典落語、自作の仏教落語に取り組んでいる。2011 年、天
台宗で得度。2012 年、比叡山で四度加行を受け正式な僧侶となる。年間 250 席
以上の高座と仏教の PR を両立し、全国を奔走する異色の落語家。好きな言葉は、 

 「一隅を照らす」。尼崎市男女共同参画審議会委員。 
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日
時
：
令
和
７
年
３
月
23
日
㈰
　
場
所
：
金
沢
勤
労
者
プ
ラ
ザ
音
楽
室

第
49
期
生  

認 

定 

式

認
定
式
を
終
え
て
～
49
期
生
の
皆
さ
ん
の
一
言
で
す
～

全
体
研
修

金
沢
市
の
社
会
福
祉

～
障
害
の

あ
る
人
へ
の
対
応
・
生
活
保
護
等

の
し
く
み
～

◇
日
時

令
和
7
年
８
月
３
日

(日
)

◇
場
所

石
川
県
社
会
福
祉
会
館

F会
議
室

◇
講
師

宮
下

吉
広
氏
(金
沢

市
社
会
福
祉
協
議
会
専
務
理
事
・

事
務
局
長
)

金
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
非

営
利
の
民
間
団
体
で
あ
り
、
市
内

に
は
５
４
地
区
(小
学
校
区
ご
と

に
１
つ
)に
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
が
社
会
福
祉
団
体
や
市
民
団

体
、
民
生
、
児
童
委
員
、
社
共
施

設
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
地
域
住

民
に
よ
り
組
織
さ
れ
、
細
や
か
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る

こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
金
沢
こ

こ
ろ
の
電
話
に
架
け
て
こ
ら
え
る

方
々
の
中
に
は
、
精
神
的
、
身
体

的
、
経
済
的
な
ど
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
も
多
い
。
生
活
支
援
が
必

要
な
人
を
早
急
に
機
関
に
つ
な
げ

て
支
援
す
る
方
法
も
あ
る
。
今
回

の
研
修
は
そ
の
目
的
に
か
な
っ
た

貴
重
な
研
修
だ
っ
た
。

能
登
半
島
地
震
の
支
援
と
現
状

◆
日
時
：
令
和
７
年
６
月
１
日
㈰

◆
場
所
：
石
川
県
社
会
福
祉
会
館
Ｆ
会
議
室

◆
講
師
：
田
中 

純
一 

氏
（
北
陸
学
院
大
学
社
会
学
部
災
害
社
会
学
教
授
）

金
沢
市
社
会
福

祉
協
議
会
は
非
営

利
の
民
間
団
体
で

あ
り
、
市
内
に
は

54
地
区
（
小
学
校

区
ご
と
に
１
つ
）

に
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
が
あ
る
。

市
民
団
体
、
民
生

・
児
童
委
員
、
サ

ー
ビ
ス
提
供
事
業

所
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
の
地
域
住
民
に
よ
り
組
織
さ
れ
、
細
や
か
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
出
来
た
。
ま
た
、
金
沢
こ
こ
ろ
の
電

話
に
相
談
さ
れ
る
方
々
の
な
か
に
は
具

体
的
な
対
処
が
必
要
な
人
も
多
い
。
生

活
支
援
が
必
要
な
人
を
早
急
に
機
関
に

つ
な
げ
て
支
援
す
る
方
法
も
あ
る
。
今

回
の
研
修
は
そ
の
目
的
に
か
な
っ
た
貴

重
な
研
修
だ
っ
た
。

全体研修
◇
日
時

令
和
７
年
８
月
３
日
(日
）

◇
場
所

石
川
県
社
会
福
祉
会
館
Ｆ
会
議
室

◇
講
師

宮
下
吉
広
氏

（
金
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
専
務
理
事
･事
務
局
長
）

金
沢
市
の
社
会
福
祉

～
障
害
の
あ
る
人
へ
の
対
応
・

生
活
保
護
等
の
し
く
み
～

能
登
半
島
地
震
の
支
援
と
現
状

◆
日
時
：
令
和
７
年
６
月
１
日
㈰

◆
場
所
：
石
川
県
社
会
福
祉
会
館
Ｆ
会
議
室

◆
講
師
：
田
中 

純
一 

氏
（
北
陸
学
院
大
学
社
会
学
部
災
害
社
会
学
教
授
）

わかりやすく社会福祉の仕組をご講義いただいた

金沢クラリネットアンサンブル

講演される露の団姫

加賀森田流の皆さんによる南京玉すだれ

落語は
衣装を変えて
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金沢こころの電話会員のためのいのち奏でるコンサート
講話＆いのち奏でるコンサート(お話とカルテット)

自
殺
念
慮
の
相
談
を
受
け
た
と

き
の
対
応
を
、
実
際
の
電
話
を
編

集
し
た
事
例
を
も
と
に
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

「
死
に
た
い
」
と
打
ち
明
け
ら

れ
た
ら
、「
励
ま
し
、
勇
気
づ
け
、

説
得
」
な
ど
の
言
葉
を
か
け
て
し

ま
い
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
研
修
で

は
、
自
殺
を
選
ん
だ
こ
と
も
含
め

て
、
そ
の
人
を
ま
る
ご
と
受
け
入

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

「
死
に
た
い
と
言
う
こ
と
は
よ

く
な
い
こ
と
だ
」
と
一
般
的
な
道

徳
の
範
疇
に
留
ま
っ
て
い
る
限

り
、
死
に
た
い
人
の
気
持
ち
に
共

感
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
り
、

理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
殺
念
慮

の
相
談
を
受
け
た
と
き
の
気
持
ち

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
対
応

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
有

意
義
で
あ
っ
た
。

（
Ｕ
・
Ｍ
）

能
登
半
島
地
震
の
支
援
と
現
状

◆
日
時
：
令
和
７
年
６
月
１
日
㈰

◆
場
所
：
石
川
県
社
会
福
祉
会
館
Ｆ
会
議
室

◆
講
師
：
田
中 

純
一 

氏
（
北
陸
学
院
大
学
社
会
学
部
災
害
社
会
学
教
授
）

認定式の後、日本いのちの電話連盟 堀井茂男
理事長（精神科医）と佐合事務局長が被災県であ
る金沢こころの電話を応援したいとの主旨で来県
された。堀井理事長の講話の後、「京都カルテッ
ト」のメンバー４名によるコンサートが行われた。
園城三花氏を中心にいのちの輝き、尊さをテーマ
のトークコンサートは参加者の心に寄り添い、癒
しとなりすばらしい時間となった。

♪ 京都カルテット ♪
1985年フルートの園城三花、バイオリンの釋伸
司を中心にアンサンブル演奏を始め、2019年か
ら「京都カルテット」として “いのちの輝き、尊
さ” をテーマに疲れた心に寄り添い、いのちの大
切さを思うひと時をともに過ごすトークコンサー
トを全国で展開している。

♪ 曲 目 ♪
ブラハ「共鳴Resonance」

「ブリティッシュグレナディアーズ」
パッヘルベル「カノン」
モーツアルト「フルートカルテット二長調Ⅲ」
ピアソラ「リベルタンゴ」
加古 隆「パリは燃えているか」

「アメージンググレース」

全体研修
◇
日
時

令
和
７
年
９
月
28
日
(日
）

◇
場
所

石
川
県
社
会
福
祉
会
館
Ｆ
会
議
室

◇
講
師

澤
井

登
志
氏

（
社
団
法
人
メ
ン
タ
ル
さ
ぽ
ー
た
ー
ず
Labo代
表
理
事
）

危
機
的
な
状
況
へ
の
対
応

～
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
と
事
例
検
討
～

第
38
回
大
会
に
２
名
が
リ
モ
ー
ト
で
受
講
し
た
。
基
調
講
演
「
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
基
礎
～
そ
の
考
え
方
と
動
向
～
」
な
ど
を
受

講
し
た
参
加
者
か
ら
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
令

和
８
年
10
月
か
ら
事
業
主
に
カ
ス
ハ
ラ
防
止
措
置
を
義
務
付
け
る
法
律

が
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
金
沢
こ
こ
ろ
の
電
話
に
お
い
て
も
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。
ま
た
、杉
山
雅
宏
氏（
東
京
家
政
大
学
）

の
「
電
話
相
談
の
基
礎
～
葛
藤
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
～
」
を
受
講
し
た

参
加
者
か
ら
は
、
相
談
者
の
話
の
流
れ
を
止
め
ず
に
聴
く
こ
と
、
感
情
の

変
化
に
寄
り
添
っ
て
い
く
、な
ど
を
学
び
有
意
義
で
実
践
的
な
内
容
だ
っ

た
と
の
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

日
本
電
話
相
談
学
会

電
話
相
談
へ
の
ク
レ
ー
ム
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

会員のためのリラクゼーション
（イメージ誘導と音楽を用いたリトリート）

●日時  令和7年7月26日(土)
●場所  県立美術館広阪別館
●講師  北 本 福 美 氏 (心理臨床オフィス・プシケ
　　　　　　  臨床心理士・公認心理師・芸術療法士)

●日時  令和7年7月26日(土)
●場所  県立美術館広阪別館
●講師  北 本 福 美 氏 (心理臨床オフィス・プシケ
　　　　　　  臨床心理士・公認心理師・芸術療法士)

会員のためのリラクゼーション
（イメージ誘導と音楽を用いたリトリート）

研
修
始
め
に
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ

の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を

言
い
あ
っ
た
。

音
楽
を
聴
く
。
飼
っ
て
い
る
犬

と
戯
れ
る
。
公
園
に
行
き
自
然
と

触
れ
る
。
習
い
事
に
集
中
す
る
こ

と
で
脳
を
休
め
る
。
な
ど
な
ど

様
々
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
方
法

が
う
か
が
え
た
。

電
話
相
談
活
動
は「
感
情
労
働
」

で
あ
り
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と

も
多
い
。
い
つ
も
す
っ
き
り
電
話

相
談
が
で
き
る
と
言
う
わ
け
で
は

な
い
。
相
談
員
が
日
々
の
健
康
維

持
に
自
律
し
て
責
任
を
も
つ
こ
と

は
大
事
で
あ
る
。

研
修
の
目
的
で
あ
る
「
日
々
の

セ
ル
フ
ケ
ア
を
音
楽
す
る
身
体
を

通
し
て
知
る
」
方
法
を
実
技
に
て

学
ん
だ
。
ポ
イ
ン
ト
は
良
質
な
音

と
静
寂
な
時
間
を
持
つ
こ
と
、
浄

化
さ
れ
た
耳
、
聴
き
取
り
、
深
い

呼
吸
と
地
声
で
話
す
こ
と
な
ど
、

今
の
自
分
や
気
持
ち
に
あ
っ
た

ム
ー
ド
と
テ
ン
ポ
を
尊
重
し
同
調

し
て
落
ち
着
か
せ
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
わ
か
っ
た
。

皆
様
の
日
々
の
生
活
が
豊
か
で

満
た
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

（
記

Ｋ
・
Ａ
）

事例の共有も大切と語る講師

広 阪 別 館
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立
春
を
す
ぎ
て
金

沢
の
空
は
重
く
冷
た

い
日
が
続
き
ま
す
。

広
報
部
も
無
事
50

周
年
記
念
誌
な
ど
を

発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

最
近
は
便
利
な
Ａ
Ｉ
の
話
題
も
耳

に
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
に

思
い
を
は
せ
な
が
ら
も
、
金
沢
こ
こ

ろ
の
電
話
は
手
作
り
の
便
り
や
受
話

機
越
し
に
聞
こ
え
る
声
に
ほ
っ
と
す

る
こ
と
を
信
じ
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様

と
歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
記

Ｎ
・
Ｙ
）

研
修
会
な
ど
の
報
告
は
、
広
報
部

会
が
依
頼
し
た
会
員
が
書
い
た
も

の
で
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
個
人
の
解
釈
も

あ
る
こ
と
を
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

おことわり

(４)202 6年(令和８年)２月20日発行

創
立
50
周
年
の
年
度
に
あ
た
り
、
当
法

人
内
外
の
た
く
さ
ん
の

方
々
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
事
務
局
と

し
て
の
立
場
で
創
立
記
念

事
業
に
関
わ
れ
た
こ
と
を

幸
せ
に
思
い
ま
す
。
準
備

段
階
で
、
初
期
の
こ
ろ
も

含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
録

を
紐
解
き
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
全
国
的
に
も
電
話
相

談
と
い
う
組
織
が
少
な
い

中
、
手
探
り
状
態
で
、
悩

み
を
抱
え
る
人
の
助
け
に

な
り
た
い
と
大
き
な
決
意

を
も
ち
、
立
ち
上
げ
ら
れ

た
こ
と
。
そ
し
て
こ
れ
ま

で
、
行
政
機
関
や
こ
れ
ま

で
に
在
籍
し
た
延
べ
７
０

０
名
以
上
の
相
談
員
が
、

こ
の
団
体
の
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
、
そ
の
長
い
道
程
の
中
で
も
発
足
時

の
目
標
を
持
ち
続
け
て
き
た
こ
と
。
そ
れ

ら
を
誇
ら
し
く
、
改
め
て
感
謝
の
念
を
強

く
し
て
い
ま
す
。
50
年
間
と
い
う
年
月
の

中
で
、
社
会
環
境
も
変
化
し
、
相
談
内
容

も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
で

す
が
、
変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

金
沢
こ
こ
ろ
の
電
話
の
財
産
は
、「
人
と

の
関
わ
り
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
は
大

勢
の
人
の
中
に
い
て
も
孤
独
を
感
じ
ま

す
。
一
人
で
い
て
も
、

満
ち
足
り
た
心
で
い
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
あ

な
た
が
大
切
、
今
の
ま

ま
の
あ
な
た
で
い
い

よ
、
と
誰
か
に
言
っ
て

も
ら
っ
た
と
き
、
初
め

て
孤
独
か
ら
解
放
さ

れ
、
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
思
え
る
の
で

す
。
こ
の
「
人
」
と
は

電
話
を
架
け
て
く
だ
さ

る
相
談
者
で
あ
り
、
支

援
し
て
く
だ
さ
る
行
政

や
賛
助
会
員
の
皆
様
、

そ
し
て
相
談
員
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
傷
つ
き
、

能
登
地
震
や
豪
雨
で
痛

手
を
負
い
、
そ
れ
で
も

私
た
ち
を
信
じ
、
架
け

て
く
だ
さ
る
方
々
や
支
え
続
け
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
と
の
信
頼
関
係
を
今
後
も
紡

い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
決
し
て
小
さ
な
目
標
で
は
な
い
と

信
じ
て
い
ま
す
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

エ
ッ
セ
イ

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

エ
ッ
セ
イ

公益社団法人 金沢こころの電話

｢大切なことは変わらない」
～50年の軌跡から学んだ

金沢こころの電話の精神～
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